
日本製鉄グループでは、「地域・社会との
共生」との考えのもと、社会貢献活動を推
進しています。
当社では、当社の真骨頂ともいえる試験・
分析技術を駆使して、地域・公共団体等が
進める文化財調査活動に貢献しています。
当社貢献への期待はまさに新日鉄・住金
時代から続く、鉄をはじめとする金属全般
の知見に対する信頼からくるものです。
その期待に応えるために、当社は文化財
調査活動の発展に寄与するデータ・考察の
提供のみならず、課題解決のための支援を
行っています。

多種多様な対象品に対し、調査目的に
あった当社所有の分析装置、手法を選択し
て調査します。非破壊分析、微小試料、サン
プリングも必要に応じ対応します。
①化学成分を調査する方法
● 化学分析
● 機器分析ＩＣＰ-ＡＥＳ、ＩＣＰ-ＭＳ、ＧＣ-ＭＳ、

蛍光Ｘ線、ＥＰＭＡ、ＥＤＳ など

②化合物形態を調査する方法
●Ｘ線回折（ＸＲＤ）、ＸＰＳ、ラマン分光、ＩＲ など

③局所的元素分布を調査する方法
●ＥＰＭＡ、ＥＤＳ、ＡＥＳ など

④形態、構造、金属組織を調査する方法
●Ｘ線ＣＴ、ＳＥＭ、三次元計測、光学顕微鏡 など

⑤含鉛試料の原料の産地を推定する方法
● 鉛同位体比分析※（ＴＩ-ＭＳ：表面電離型質量分析装置）
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https://www.nstec.nipponsteel. com/technology/remains/
■ 文化財の分析調査

https://www.nstec.nipponsteel.com/technology/
■ 分析方法や機器の略称

過去の報告事例や分析方法についてもっと詳しくお知りになりたい
方は、当社ホームページ下記ＵＲＬをご覧ください。
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対象・適用技術 など

文化財調査に携わっている主な部門

最近の活動事例と適用技術

※鉛同位体比法による原料産地推定とは

考古試料の材質や産地・年代を明らかにする科
学的手法です。鉛同位体比（４種の同位体）が鉱
山ごとに異なることを利用して、金属材料中に
含まれる鉛の同位体比測定を行い、原産地を推
定します。
地球誕生時（４５.６億年前）の岩石・鉱物中には
わずかなウラン（Ｕ）やトリウム（Ｔｈ）が含まれて
いますが、長～い年月とともに鉛（Ｐｂ）の同位体
に変化します（半減期何億年オーダー）。

地殻変動などの影響で鉛が濃縮し鉛鉱床が生
成すると、それ以後の同位体比は変化しないこ
とから、それが鉱山の固有値となり、鉛鉱床や産
出地域の鉛同位体比との比較によって産地を
推定できます。

（公財）文化財建造物保存技術協会のご協力を得て、江戸時代に使用さ
れていた「和釘」の組成・組織分析を進めています。数百年以上に渡って、
木造建築物の構造耐久性を担ってきた釘を徹底的に分析することで、和
鉄の優れたパフォーマン
スを発現させている“謎”
に迫ります。和釘は洋釘
に比べその耐久性の高
さから、現在でも古式日
本建築などに使われてい
ます。

千石コレクション古代中国鏡調査協力を通じて、日本および中国の歴
史の解明に協力しています。（社内報２０１８年１０月号で紹介）古代鏡の
組成分析および鉛同位体比測定を行い、素材の産地同定や時期的変遷、
鋳造技術の変遷等などの考察に寄与しました。

ＮＨＫ特別番組企画で「戦国時代」の鉄砲玉（タイ産など）の分析・解析
を受託しました。また放映に際し、鉛同位体比測定の測定風景の撮影に協
力しました。戦国時代の戦い方を大きく変えた鉄砲。その鉄砲玉は国内産
だけではまかないきれませんでした。

日中韓の古代の製鉄・鉄器製作技術について、研究・発掘調査機関から
の依頼により、調査を実施しています。さらに関連テーマの依頼公演（日
本中国考古学会２０１４など）や、科学研究費助成事業の研究協力者とし
て報告書を分担執筆するなどの対外活動を通して、当該研究に貢献して
います。
日本列島では弥生時代（紀元前４世紀頃）から鉄器が用いられるように
なりますが、組織の調査から、多くの鉄器が鋳造後に焼なましをされたこ
とが分かっています。当時製鉄～鋳造技術が非常に発達していた中国の
東北部で生産された鉄器が、海を越え日本にもたらされていたと考えら
れます。

1）調査に用いた解析手法

※千石コレクション：２０１４年に千石唯司氏より、兵庫県立考古博物館寄
贈された古代鏡（約３００面）。

※２０２０年６月２８日 ＮＨＫ総合にて放映。

緑松石象嵌鋸歯縁鏡
（夏：約３,７００年前）

1）ご協力いただいた
　　名草神社（兵庫県養父市）

２）調査方法
・成分分析、機械試験（微小引張試験、硬度試験など）
・母材、酸化皮膜の観察（ＳＥＭ、ＴＥＭ、ＦＥ-ＥＰＭＡなど）

１）調査予定の中国古代鏡の例

2）調査に用いた解析手法

１）調査に用いた解析方法 出土した鉄砲玉

中原文化財研究所
シンポジウム

文化財建造物保存技術協会の依頼により、富岡製糸場 西置繭所の金
属部材調査に貢献しました。保存修理工事に伴い、亜鉛鉄板、ボルト、釘、
蝶番、グレモン錠、雨樋受けなどの材料調査を実施しました。
富岡製糸場は、明治政府が殖産興業政策の一環として建設した官営の
大規模製糸場で、世界遺産として登録されています。
置繭所（おきまゆじょ）とは、繭を自然乾燥するため風通しを良くしたつ

くりの倉庫のことです。西置繭所修理工事は完了し、２０２０年１０月より
一般公開中です。

1)調査項目、調査手法

旧富岡製糸場西置繭所

解説

（左）尼崎事業所 文化財調査・研究室　
　渡邊 緩子さん

（中）八幡事業所 ＴＡＣ部 材料評価室　
　鈴木 瑞穂さん　

（右）富津事業所 材料ソリューション部材料解析室
　中澤 映さん

ＸＲＦ（蛍光Ｘ線分析）、ＩＣＰ（発光分光分
析法の一つ）、ＩＣＰ-ＭＳ（ＩＣＰ質量分析
法）による組成分析と鉛同位体比測定

・顕微鏡観察
・組成分析
・鉛同位体比測定
・ＸＲＦ（蛍光Ｘ線分析）

・鉄器組織観察による、炭素含有量の推
定や熱処理の有無などの調査

・鉄器の刃先の構造や切削性の評価：微
小硬さ試験

・鉱石・鉄滓等の組成分析：ＩＣＰなど
・鉱石・鉄滓等の鉱物組成、鉄器中の非
金属介在物の組成調査：ＥＰＭＡ（電子
照射による元素同定および濃度分析）

・調査方法：金属組織観察、成分分析、介
在物調査

・亜鉛鉄板の断面観察、錬鉄の金属組織
調査。ボルトのねじ形状観察など。

・亜鉛鉄板の商標、断面、成分からの時
代考証。
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尼崎事業所 八幡事業所 富津事業所

文化財調査・研究室
(2018.4設立、2020.1改称)

4名（兼任2名）
部　門

対象年代

考古
資料

建造物

産地推定

対
象
分
野

TAC部　材料評価室
１名

材料ソリューション部材料解析室
１名

寺社・寺院の塗装・漆喰・瓦など 建築物全般 土木、建屋、橋梁など

琥珀、鉛含有物
（同位体比測定など） 鉄・銅（青銅）製品の製作技術や成分の特徴から生産地を推定

古・中生代（約５億年前）～近代 弥生・古墳時代～近代 縄文・弥生・古墳時代～近代

出土全般（スラグ、銅鏡、勾玉、銅鐸など）

生産遺跡（鉄、銅）

ご提供いただいた和釘

HPリンク

２３８Ｕ　→　２０６Ｐｂ　へ壊変
２３５Ｕ　→　２07Ｐｂ　へ壊変
２３２Ｕ　→　２０８Ｐｂ　へ壊変
２０４Ｕ　→　２０４Ｐｂ

●●お問合せはこちらお問合せはこちら

https://www.nstec.nipponsteel.com/contact2/
https://www.nstec.nipponsteel.com/technology/remains/
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